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1-1 ま え が き
セ コニ ックでは以前か ら、米国の 1人 露 l111い ′)け

とつ であるプロ ックウ ェイ露 出計 を
¨
し ' ,'・

スタジオS"と して製造販ぅtし 、国内お |ひ |‖ 0い′,
多 くの営業写真家 、写真作家 、映山i操膨 ,■ 1」 イ)',′・

ん、アマチ ュア写真家 の間で も広 く」和l川 い′′′い

てお りますが、このたび、ご愛川 轟の ■lLa望 l 」111F

え して、スタジオSを 改良 した新 114ク ..1, l.
クス を新 発売 いた しました。

スタジオデラックスは、被
′
リイ本の 1りにb卜

` 
λll rは ハ

て合理由勺な根拠 に基いて設 i「 さオして 1,リ サ 1か r,、

簡単 な操作 で正確 な露 出が得 られ ま |`,卜 r,1 、‖:

属品 を応用す るこ とに よって、 !|]の 広 い暉

「
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2
12仕 様

測 定 方 式

測 定 範 囲

測 定 精 度

ASA目 盛

D IN目 盛

シャ ッター目盛

絞  り 目 盛
シネコマ数 日盛

E V目 盛

朝t  I  ′lir  サ曳
大    き   さ

入射式・反力1式 兼川

ASA 100でI=V4  :7
±0.3EV以 内 (ル1絞 り,｀二1勺 )
6～ 12000

9 -42

60～‰ 秒

1 -45

8コ マ～128コ マ

1～ 20(ラ イ トパ リ , 魚 1“ )
C=25 K=1.15
107ミ リ×58ミ リ×:3()lリ

糸9250グ ラム量重



1-3各 部 の 名 称 G
附属 品

光球

白色平板
(フ オー トデ ィス ク )

光 角度 板
(フ オ ー トグ リッ ド )

3

ヽ ___マ

シャッタース ピー ド

H:GH専 用 ス ライ ド

A SA40直読 ス ライ
/rr卜 、

上の直読 用スライ ドの

他 、 A S A25、 50、 64
80、  100、  160、  20o、

400があ ります
注、直言売スライ ドは全

国小売店 または弊社

サービスステーション

に用意 してあ ります。

―‐― ―
           ~    ‐     ~~~~―

―   
―



1-4 F付 属 品 に つ い て

● 光球

人11式 での露出決定用に

のみ使 サl]し まう。取付 |う   ―
る1際 は、 光球 の |卜 の 1′ l点    

痣
遭

を受 た部の |′ I点 に合わせ

てはめ込み、 国うLす るま
で時言|'Iの り」向に ||]1転 さ

せ て ください。 lrtり はず
―
■ヒ きは、 こ )́i姓 グ)Jttf午

をしま う。

● 白色平板

"1,た

をワーートキ 、ン ド′レ:11イ立の数 friて 求め る ヒト(|■

算 してツし ′クスで も11[み Lれ ます )と 、‖
`度
コ)|

ラス ト )́i調整川のために使用 しますⅢ l彙作 は 七J,い
′〕

場合 と1市]し て ケ。

5  寝 輩保房婚吻|た (岬 1芝 )を 測定 する とき
`二

使 りll L仁

す。月11セ 域調整 として、輝 j■ の‖けJ比 (被写体 1''

トラス ト)を 111る ときに必要 なはか、人力1式 ては困

難 な露 l11を 測
'tす
る場合に も使 り|]で きます。 こオtの

摘可4:も う七∫水ク)1場合 とまった く卜Jし です。

● “HIGH"専 用スライ ド

光球 または白色平板 を取付けて測定す る場
/i、 お:ケ |

な どの明 るい所 では、指針が振 りきれて しま )|
力` しば しばあ ります。そんな ときには、 ニグ)Ⅲ‖l(1
H"専 用 スライ ドを挿 入 して使 りllし ます。 JI`11

ｒ

ヽ 用す ることによって、低 1(1度 (ス ライ ドを挿入 しな

い場合 )と 高照度 (ス ライ ドを挿 入した場合 )の 2

段切換 えが可能 とな り、測定範囲が さらに広 くな り

ます。スライ ドは、受光部 11部の溝からクリ ンクで

固定す るまで挿入 します。

●直読用スライ ド

これは直読す る場合にのみ使用 し、 2段切換 え用 と

しては使用できません。全部で 9枚 あ り、それぞれ

ASA(DIN)感 度 と対応す るシャ ンタ~ス ピ~ド が
記 されてお ります。光球 と併用 して用い、人lllス ケ

ール板 11か ら直オ妄絞 りを:売 み とることができます。

この場合、ダイヤルを合わせ る必要はまった くあ り

ません。挿人方法はHIGH専 用 スライ ドとい〕してす。

くだヒ〉

光角度板 をイ費用 しているときは、スライ ドはい っさ

い使用できません。

尚、直読 スライド御希望の ノプは全国 /1ヽ 売店、また

は弊社サー ビスステーションに用意 してあ ります。
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7

スタジオテラ ンクスは、 |‖:界的に優れた写 真家によっ

てハ リウ /ド で研螢 され、誕イ11い た しました。これ

は古 くから使 われてきた反力1式露 出計 と異な り、被

写体 に当たるすべての た線の企 量をとらえ るとい う

まった くちが ったFll論 か メ,出 発 して開発 された人力J
式露出■1定法 を採 用 してお ります。

ところで、 一般 の被写体 にはすべ て、反射の強 い
面 (反射率の高い面 )と 反射の弱 い顧i(反射率の低
い面 )が さまざまな階調 で複雑 に組み合わ されてい
ます。そ してこの変化は当然 、露出 を決定す る際 に

微妙な影響 を与えるわけで、 どの部分 に露出 を合わ

せ るかが重 要なポイン トにな ります し、 :rJ‐真 のでき

具 合 も大 きく変 ってきます。各部分 、あ るいは lhi極

端 をそれぞれ測 ,tし 、その ｀
「
“

J値 か ら求 め ることに

よって失敗のない写真 を撮 ることはできますが、こ

れは、時間がかか りす ぎる欠点 があ ります。

そんなイくilllさ を 挙に解決 したのがスタジオデラ ノクス
です。 1■ に、レЧ季の さまざまな被写体 から測定 し
て求 めた18%の 反力1率 を標準反身|と 称 してい ますが、
スタジォデラ ノクスは、これ を基準に して露 出が得 r,

れ るように li人 さオしてお ります。従 って、18%イ 1'■
の反射率 をイ]す る被写体 が画の中心 と考 えられ る場

合 (人物 、建造物な ど)や 平 1/・」値 に置 きか えて も
よい と考えられ る場合 (街 の スナ ンプ、立木 、林 な

どの中景 )な どに、特に大 きな威力 を発揮 いた しま
す。

2-2光 I求 の 千り点

スタジオデラックスのもうひとつの特徴は、光球 を利

用 して露出を決定す る場合にあ ります。被写体 は普

通 、立体 ですか ら、光線状態 に よって明 るい面 (ハ

イライ ト)と 暗いFll(シ 、,ド ウ)が で きます (11明

コン トラス ト)。 光球 は この被 7J体 とまった く同一の

状態 で光 を受 け ます し、各方向 か ら
の光の強 さに応

して自動的に撮影 に関係 のあ る値 をメー ターに指
示

させ る機育ヒをもってお ります。従 って、
一般 の露 出

決定には、この光球 が一番便利なわけです。

2-3照 度 の 測 定

照度 を測定す る場 合には rl色 平板 を使 用 します。

入力1ス ケールロキ権は、 _Ll11に あ る数イ直がフー トキ ャ

ン ドノしの 1ヽ`立 を/■tし てオ5り 、 さらに「11権お(1■の増す

ごと|ニ ィ占りЛIさ Jし た |り ]る さを/Jヽ
‐
■ように 1し

'リ

ロ盛いこも

な っています。

フーートキ 、 ン ドノしとは、 あ る場所 に光線が当たる

_を 表わす単位 でう。イグリえば、指
'lが

64を 示 した と

見り
'i:‖
llJi[ll子
「レ|「りIド
ルです。
  s

とな ります。

また、指
'|が

11く りきってしま うと きはHIG H専 用

スライ ドを挿入 しますが、この ときの フー トキャン

ドル数itは 32倍 して読んで くだ さい。指針が64を 示

していれば、

64× 32=2048(フ ー トキ 、‐ン ドル )

とな ります。

この ように して、 スタジオ内の照明 を記録 した り、

各照 nllを チ ェ /ク して コン トラス ト調整 を行 な った

り
‐
する必要力'あ る。いわゆ る高度 な撮影 の場合に重

要 なイ支告」を呆 た しま す
‐
。

2-4薦 靖売,去

ダイヤノしをJ彙作 しないて露 出が決め られ ます。別

項 で くわ しく説 Iり]い た しますが 、直接 スライ ドを使

丹]す ることに よって、指針 か らす ぐ、絞 りが得 られ

2-1入 射 式 の 利 点



ますから、掛t,1夕に迅速 をり章する場合ζlど には使不りで

す。

2-5各 目盛 の 中 間 値
● 入射 光スケール H盛 は、 L段 がフー トキャン ドル

の数値 にな ってオゞ り、 4か
'フ

lM(1000)ま で ::し し
てあ ります。露出測定の場合は この数値 を言ザ[み と

るわけです。中 |llIの 位 置は 1月 の ような数 llllを 示 し

ています。 また、 ド段 の枠内の赤い数年 は絞 りの

値 です。てi:光の ときは これ を読むわけです力' 
′
ll

のない ところはレ|の ようなネ交りとな ります。

● シャ ッタースピー ドロ騨 (中 間は図の ようなシャ

ッタースピー ドを示 してい ます)は 数 fltの 外側に
■印があ り、この中心 が厳密 にい う、そのスピー

ドの中心点 です。これの対応す る絞 りとの組み合

わせ で露出が決定 します。 (10げ〔参

"11)

●絞 り[1盛 も同様に、絞 り数値 を示す湘 ■.,の
切 りi△

みの中心 が、厳密 にい うその絞 りの中心 と考
えて

ください。 (10メ (参 |に1)

中 間 値

入射光スケールの中間値

シャッタースピー ドの中間値

8■

ゴ

■

ヽ
ぁ

L

１

０
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3.露出決定 の たν)の りit礎的 な使 い /Ji
3-1ま え が き

ここでは、ぜ ひ
'Hっ
てお力なければならない基本

的な使いノプの説W]を いたします。この編 と次の §4
を完全にマスタ‐ tて おけ :よ 、かなり広い範囲まで

活用できることはも十,ろ ぇ、スクプすテランクスの機能

を | ク)に 発オ軍さ 12る「 ;iltな lt ltiに も,き
'IIで

きるJ,け

です。

3-2測 定 の た め の 準 備
① 光球 を受た部にlrk付 けます。(装右法は附属層:の

'11

参 ,1)

② ASA感 度窓中央に 、使用 フ ィ′tノ のヽA S A ttlt
(露 光指数 )を 表示う るように、ASAダ イヤノι
ツマ ミを回 してセ ′|し て 〈ださい。

3-3,則 定 方 法

) つξ釈:じ妥堤靴槽阜舞房子
｀
女嵩二:7:ま
う(カメＬ

ノ

１

２

１

１ ② しか し、屋外の 自然 たの場合の ように、被
′′メ体位

置 もカメラ位 置 も
「
〕じように光線 を受 けてい ると

きは、カメラの11:置 で 1文|の ように測 って もか まい

ません。

鰈 、日目が
｀
1司
~の

くたL〉

フ ィノレムには必 ず説 Iり〕::卜が添イlさ オしてヽヽ

数は “ASA" てヽヽ く す)、 または “Dlヾ '

IIB示 されています。1)INの 1場 合は “I)IN

に同 じ操作 でセ ットして くだ さい。

て、露 た指

てい くらと

"の 窓中りt

光 軸 の 方 向

光 軸 の 方 向



。
この方法 は一 il風 景に も応

'1で
きますが、カメラ位

置が木の陰 にオ)っ た りして、被写体 とた線状態 が ち
が う場合 には使 えませ ん。

く注 -1〉

人工 Hl明 を使 って室 内撮 影 をイjな うときは、主要被
写

`卜

とカメライお[で は た Llに 大きな差 異が認め られ
ますか ら、 3-3① の原 p l j llり に必 ず接近 して測定
しなければな りませ ん。

〈注 -2〉

光■RI口まl11,t ll、  極 め て敏 感 な働 きをす るところで
すか r)、 前 lTtの どの場 合 で も、あなたの手が 1合 にな

')な
い ょうにだ:意 す るこ とは もちろん、反射率の高

い白い服 な どを着 てい る ときは、腕 をのば して光球
を身体 か ら 1分離 して、影響 をさけなければな りま
たしスレ。

)34指
示 ●F■ ■「 ‐ 」

光球 を正 しくイカt持 した

F)、 グィャル中央の ス ト

ンパ ~ボ タンを押 します。
指針 は動 いて、明 るさに

応 した位 置で停 lliし ます。

ス ト ンパ ~ボ タンを離す
と1旨

'「

は l」うこしますか プ′、

メー ターは 牡やすい よう

に晏
'〕

か して もか まい ま→キ

ん。1旨針は 4か らlM(1()o())

までの フー トキャン ド′し

の スケーソレliで 数値 を示

してい ます。

も し|り ]る ヽヽ,'1で J旨
'1カ

.■モリ

ク)お‖た章し,J(11i照 り支)で ‖‖りま

専用 スライ ドを受 光部に挿 人

項 参照 )し て、IIjと ■jじ ノ′法
させ ます。

ヽ
〃

１

３

き ′́た ときは、第 21k
す。 1な わ ナ,、 HlC H
(挿 人ノ」ツ:は ‖l属 占l:の

で口り,こ し、1旨 ,卜 を固定

１

４

く,主 〉

般 に 、犀 外 ではあ r,か

しめ スラ イ ドは挿 入 して

お ヽヽ たほ うが便 利 です。

人功1ス ケー ′レLの 4か r,

lM(1()(x))ま での フー ト

キ ヽ ン ドツじ数値 の内  1旨

,|の 刻ヽ す 数千直を タ イヤ ル

ス ケー
'し
上 の同 じ値 に移

して 夕
・
イヤ ル を回 し、

H!GH専用スライ ドを挿入 していない ときは
“LⅢ ▲印 を (自 字 ,

HIGH専 用スライ ドを挿入 してあ るときは
“H"▲ 印 を (赤字 ,数値 に合 わせ て くだ さい。

―‐
―
‐――――

‐
――――

―――――

――――
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3-5ち裁■1イ音数  (× :  × 2
ダイヤルスケール上の “H"
それぞれ両側 に×

=・
× 2・

× 4)α 》イ壼しヽ な
▲  または “L"▲ の
× 4の数字があります。

１

６

１

５

う

が

す

よ

ん

ま

の

せ

り

図

ま

ま

Ｔ

り

高

二
わ
か
Ｘ３ヽ
、

の

値
　
っ

こ

数

よ

ф
´
帥
よっ
　
、十

例

A SA loOの フ ィルムでス

ライ ド使 用の とき、指針

(,1を 示 した とします。 ダ

イヤルスケール 11の 64を

“H"▲ 自
'(赤
字 )に 合

わせ ま す。

f8で %5ま たはf16でる
などの組合せが適I露出
となります。

入射光スケール ロ盛 とダイヤルスケ ール ロ盛

● ×与は露 111を
=に
(少 く)切 りつめたい ときでHIGH

専 用 スライ ドを使 用 して“H"▲ rlIを 合わせ るべ きと
き、“H"▲ 印 の左側の ×

=印
に合わせ ます。“L"

▲ 印 の左側の×
=も
同様 に使 い ます。

● × 2は 露 111を 2倍 に (多 く)す るときに、HICH専
用 スライ ドを使用 して “H"▲ 印を合わせ るべ き
とき “H"▲ rllの 右側の × 2印 に合わせ ます。
“L"▲ 印のイi側 の× 2も 同様 に使 い ます。
そ して、いずれ も露 l11を 4倍 にす るときには同様
に して× 4印 に合 わせれば良 いの です。

これはフイルター をカメラに装着 した ときフイルタ

ーの露光係数が 2な r,● 2を  4な ら, ＼ 4に 合わ
せ る様 に利用 して くたrさ ぃ。

は
な
刷

♪
＼
＼

悧
婦
釧
ざ
＼

０

　

こ

す

る

ま

す
刹
棚
　
　
　
，チ^だ

て

を

年
／

一

晰

　

　

イ
ン

キャンドル

―ル ロ盛

絞 り数 値

―ル ロ盛



3-6ラ イ トバ リユ ー の 言売み 方

ラ イ トパ リユ ー式 の シ 、

してい るカメラには、 ラ

セ /卜 す る とllll利 で 1.
ラ イ トバ リユ ーーとはitり
とシヘ ッター スピー ドの

組 合せ ではな くて、 ダイ

ヤ ル Iな の [〕 V窓 の中′しヽ
に出 る数年 の こ とです。

3-7シ ネ 撮 影

前 に述べた方法 でll,tし て、 タィャ ′しド方の黒′j■の
シヤ ンタ~ス ピ~ド の L側 にある赤色帯の I′ 1丈

′
卜が

シネコマ数 です。lJFt影機 で使用す るコマ数に文」応す
る絞 りを外週 の絞 り数 fFlか ら読み とり、撮影機 にセ

ットすれば良いのです。

もし2つ の絞 りの数値の中 |lllに きた ときも、 般 lll
景夕の上場合 と同様に llllキ杉1幾 の絞 りを力|1減 して もか まヽヽ

ません。

表示 されてい るコマ数は 8コ マか r)128コ マ までで
す。

各 コマ数はそれぞれ次 の ようむシャ ンタ~ス ピ~ド

を示す ようにな ってお ります。

く

'主

〉

シネカメラの中には、露 |lt‖キllllを lLく したもの もあ
りま す。

これは回転 シャ ター /11周 rrl(光 を,査過 させ る部分
の角度 )カマ狭 くな ,て ぃ るため です。
あなたの カメラの コマ数に力ヽ1す るジャ ッタース ピ_
ドをlli輌雀に女Hっ てォゞ く ことは、 i芭 ]i隻詢Lを たたノゝ るう
えに 嘔要なこ とで もあ ります。

撮影機製造 メーカーの発イiす る「見|り]書 、 またはヵタ
ロクな どか r,3´ 、 夕_ス ピー ドと照合 してお くこ
とも必要 です。

開 /Flだ け判れは、次 の計 算でシャッタースピー ドを

'日

るこ とがで きまう。

シ、 ′ター |;‖ 角………  イα°

flllり |,コ マ 数……… N
としま―すと、 シャッタース ピー ドTは 、

例     =寺
×端

問角 ∠ 128° で16コ マ l」ll lヒ多の ときの シャ ッタース ピー

ドTは

T=∴×キ需=士
この場合コマ数表示シ 、ァタースピー ドと介いませ

んか F)ダ イヤ′しドなのり■色シャ ンタ~ス ピ~ド の島
とよ)の 中 ||:|を 利り‖し文l応するネ交りで撮 1多 しまう

~9

く,主 〉

標準劇ナ場用Htt llの 嫌影スピー ドは、24コ マて品です。

キ|に この位置に |よ 赤率求て表示 してあ りまう。
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8コ マ 表示 は  え 秒   16コ 7表 示 は
24コ マ 表示 は  光 秒   32コ マ 表示 は
64コ マ表示 は  ,65秒  128コ マ 表示 は

%)秒

‰秒

'1。
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4。 各被写体に対する測り方の実例 C
4-1人 物 撮 影

帆 |ス物撮りlι とぃ  て もい ろい■,「 )り ますが、
|li1 4′  ヽ クに スキー 4L〔 ぃ るノ、物 が小 さ く電ぇ
る とい うょうな上場合は

'liな
ろ :li崎 キて

',っ
て、露 |11,リヒ

,1三

`″

)う メ_ヵ r,(1人 物 llli ti`ヒ |ま ιぇ ま 11ス 。人物 lJFt影
は″)く まで 、́、山 グ,中′し、か人物 で 十)′ て、 人物 に露
ll〕 を合ヽプ)せ なけ力 :1ら

',な
ヽ 1カ 介 と考えて くた さぃっ

そ して、 1人 て もク′しヽ ブ
`ア

)l場 合 て も、カ メラ ヒ人

生勿の ll:日「(1考 え る′Z要 力i″ )り ま '14. ニグ)へ牛勿J最 けタ
には、 人ウ1式 111る 洲tt(た Fト リ、市 )力 1戒 ノJを 発II[
しま→ .

測 り
'ソ

|)lil`う §3て 11,べ た i』 りFl. へ物 11迪 II:
レ′|||力 :`)ヽ  ま : カ メ́、  ヒ′tち  i七十

"lJヽ

1;て  1,円 l早電11ノ ,

りませ /t また、itt lに
",,Iも 人ヤ州す

テ ィテ ィ
ノしいたしま :

4-2-般 の 風 景

立木 とか建造物 な どの 1市 写 につ いては、 4-1項
とl llじ と考えて くだ さい。一般 の中 ,1と 考 えられ る

風 景が主要題材を
')、

これ も4-1項 と|百
'し

考 えで

す。

風 景の場合は、光球 を使 って カメラ位 置 (3-3
-② の 1,1参 Hl)で ll'と します。保 |キ のイ[方 は前に述
べた lTi規 な ノ∫法 てよいの ですが 、 1/7′

′メ体 とカメラ位

置″)た率泉1人 Iよ /1.1司 じてない 1易 (1)は 、 ,t′ `j引
ドとFlし よ

うな条件の場 ,り1へ 移 って、カメラた llllの 方向に I`え行

に向けて くだ さい。 また、被写体 が陰 になってい る

ときは、測定す る位 薇 を同 じような場所へ移すか、

千 な と
・で同 じような条件 をつ くらなければな りませ

ん。

4- 3展 開 した 風 景

被写 界に遠景があ って、llhiの 重要 な部分 を示 してい

る風景 をいいます。

例  展望 、遠景な ど
遠 景は空気光の影響 でヘ イズがかか り、露 出過度

にな りやすいですか ら、まずカメラ位 置で光球 を用

いた正規の方法 で測定 し、つ ぎに、光球 を太陽のほ

うへ向けて測定 します。そ して得 られた 2つ の値 の

中間の値 で露出 を決め ます。



′
■ 《

4-4雪 景

4-1の 項 です,ょ ,́と _〕 れ ましたが、 人物 があ っ

ても,'す tて 、 li要 部分力.'「 景で
`′
)る よ場合は 人1勿掛セ

titと してほ llKい ませ ん。

'つ

:「 Ifuの キラメキの ため 、反ウ}式 では りξ‖tす る例 が

多いの で ヽが、人ウ}式 を使 えは そ
//1′ しヽ配 はあ りま

ヨ
=ん
。 来|「 :「 は73% く r,ぃ の′ズウトイ

`を
もってヽヽ ます

力i、 者6`ヽ な ど111年 り、 ll数 力■■った 1「 て も60%く
す,い の反嗜「事があ りま うか「,fll整 しなけれはな り

ませた。 11i札のな浮〔て』1,た ものをスわ～%に 切
りっめ まヤ.

「
J

〈注 -1〉
til白 iは 讐ア|lliω l支 に ケるとメ リケンホ分をま,ヽ たような

精彩のない写真にな りますから、なるべ く切 りつめ

るようにします。

く注 -2〉

%う ～%と い う初i iFl16は 雪の反吻1率 を考慮 した値 で、
」「の性質 、汚れ

't合

で多少変 ります。

２

２

２

１

〈

'主

〉

2´ ,/1カ「「ノ)中 lil有 11を い 'ち |二 は、次 ノ)1う に します。
● 2つ のフ ‐トキ ‐ン |'し 指 Jt・′う中 ||||・ノ)フ _ト キ ャ
ン |ざ ′し114ク イヤ

'し
 、修 |ケ 去か ■1「(り :Lい ので

「 が、 スケ 
ー,し  11.う  ′ ―| キ  ン ド′レ|1鷺 のヽ 刻 み

なを 1分 IIり |!角ィ| ておヽヽ r(だ さ、、
傾リ

で、 25()ワ ーートキ、ン ド′しヒ6.:フ ーートキャ ン ドル
の ときは 125が 中 ||‖値 ヒな り、125フ ー トキャン ド
ル と
`'1フ
ー トキ 、ン ト′しの ときは、125L(ヽ .|の 中 ||:|

の ‖盛が、各々求め る111■ 1,
f准  ,I、 そノ)」t,)た 11「 t ″イ‐や し|二 千ιl~■ L(二
な |)ま 1

● そメ|ぞ ノ|ク )フ ー トキ ャン |し た タィャ 'し ′、移 して

露出 を
'||り

、 :」 絞 りに
'l;ろ
‐ ‐ Lグ )シ ヽ` ′

ター ス |



く,主 -3)
Wi tベ トップラ イト (大

ド場力illi lJ:iiヽ Lヽ き)クt

"木

の ヒきは、光 ,大 は í「
i白 i

の反り|た こ′そけてしまっ

てヽヽ ます。 この 1場 合には
■」求 トノJに ,1た るたをドガ

く
｀
意味 でなにかで夜 う必

:要 があ ります。

雪   面
② j近 光 ttI味 にキラキラす るたが少い ょぅな晏 りの !「

劣lや 、順 た ドの雪 崎tは 反吻1式 を使 ,́て もitい 糸li衆
をイリるこ と力iで きま

‐
う。  光′カサ芝小反を1文イ」けて、

空の たを防 ぐょうに′えた部 をやや ド向 きに して、

カメラ位 置か
',被
写体のほ うへ向け て測 ります。

この とき、′Z、ず “H"▲ nlに 合わせ ます。スライ
ドは使 用 できません。

ィ14-5藤憐,テ 51]日吉I維考各脅含
lillttI‡
彙II

古|う には強いた線 を受 けて輝 いてい る場合 もあ ります。

光球 をつけた]li塊の測定 では、日″い被
′
与:面 はデ ィテ

ィル して もl・lい た 1白 iが露 出過度 とな り、りι苦 しくな

る場合 もあ ります。

撮 i多 意図かす,l・liき をりま調す るこ ともあ りますが、一

貫 した美 しい 1調 rを 整 えるときには、次 の ような方

法 を とります。まず光球 をつけてJi規 な方法 で測定

してか ら、光球 を光源へ向けて測 り、その中間の値

で露 出を決め ます。

4-6シ
't´

エ ッ ト撮 影

H没 の太陽の ようにキラキラ輝 く空 をバ ックに し
て、 IIj rliに 人物 、立木 、橋 な どがあ り、これ をシル
エ ッ ト (■ 景多)に したい ときは、スライ ドをとりの
ぞいて、光球 を,たみゆ く太陽 のほ うへ向けて測定 (反

吻1式の ような向け方 となる)し て、スライ ドがな く
て も “H"▲ 印に合わせ ます。 この ように光源 を露
出不 足 とす るこ とに よ り、 i)打 景は シルエ ッ トとな り

ます。

4-7メ ラ イ ト :■ よ る直 読 法
スライ ドは全部で10枚 あ って、すべ て光球 、平板

とfり ,り lJし ます。 しか し、光角度板 を,t着 した場 合に
は使 えませ んか らご注意 くだ さい。

´

■

２

４

２

３
4-5側 面 光 や 逆 光 下 の 風 景 撮影



lllCH専 用 ス ラ イ ドは ‖叫tii lし ,1を か え る高
"(1度 と低‖

“

度の 21/LJ換 ぇ用 として使 用 ■ることをす

でに述べ ましたが、またrf読 用に も使 用 てきるので

す。 しか し、ほかの スラ イ ドは直lt専 用て切換 が ll

としてはイ吏えません。

:0枚のスライ ドには次の種類があ ります。
シ | クー スピー ド

A SA25 (い IN 15)
〃 40 ( 〃 ]7)
″ 5()( ′′18)
〃 6■ ( ″ 11))
″ 8o( ″ 2())
″ 1()()( ″21)

″ 1(ヽ()( ″213)
″ 2()0( ′′21)
′′ 400 (  ″ 27)

T光 (%))

ズ (1を )

路 (光 )

11記 ( )内 の シ 、 ァターースし――ドは蠅うしの シ 、 /
タースピー ドの をい カメラ川 の もの で す。

● 直
`:売
法 て露 出 を

'た

め るときは、使 サllフ ィルムの

ASA感 度 (露 た1旨 数 )11合 うスライ ドをitん で組
合 わ されてい るシヘ ター スヒー ドをカメラにあず,
か しめセ ットしてお きま す。

受 た部にた球 を1「(イ lけ て 1部 れ ‖へHI(:H専 用 ス

ライ |・ と1市 1じ 要↑貞で1,べ しま」.1旨 11が ′1■ イサ:iriで 、

フー トキ 、ン ドツレ数値′,「 11グ ,ホ い数
′
卜が絞 りで す

か rぅ 、これをカメラ枝 りにセ  トすオ|は よいのです、
ダイヤ ′しを l llす こ とな く、lll`め 〔i堪 速にセ ■卜で き

ま すか F)人 変 {麟i利 てす .

イ11妥し,1]flgI総 ::∵勇iLTllll:1
1が 、A S A100の フ ィフレムなら感 1支 が 101音 !rぃ ゎけ

ですか ら、スピー ドはンらにす るこ ともで きます。26

× %)=ス1。つ ま り、HIG H専 用 スライ ドでは、ASA
100な らT)`30と 考 えて使 用す るこ ともできます。 こ

′|は すべての スライ ドに もいえるこ とですか ら、簡

lilイr換 算法 を記 してお きます。

スライ ドに記入 してあ るASA感 度 を  A
″     シ ヤ ンタ ~ス ピ ~ド をΓ

´
■

Hl liHス ラ イ ド
ASA10(I'い(11)

iビ [言 |こ 専り|,ス ライ ド

ｉ

ｒ

２

６

２

５

ｌ

ｒ

′′ (′′

″ (″
′′ (′′

′′ (′′ )

1ィち5(タィ10)

使 用 フ ィルムの ASA感 度 を
これ に合 うシャ ッター ス ピー ドを

としますと、次の式が成 り立ちます。

T′ =A/A.× T

例

A S A50で 、T%の スライ ドでA S A200を 用 い る

ときの ス ピー ドは、

T′ =26。 ×,`6=,40

つまりA S A2o()の フ ィ′し′ヽを使り|,す るとき、カメラ
のシ、 ァタ スピ ドは z。にしておけば、このASA
駅)― %の スライドも使用してょぃのです。

A'

T'

),。 ()40)
′′ (′′ )



5。 応用編

5-1ま えが き
一般撮影の正確な露出の決,t法は、§3の基礎的
な測定法と§4の各例の用法で「 分です。しかし、
スタジオデラックスは精密計器ですから、その1幾能を―ト

分に活
'■

すればさらに広lL囲 にオ,た ってイく何:を ′とIF

させることができます。

① スタジオデラックスの特異性

入射式は実1祭 のllt影 には極めて合Jlll的 で、プロ作

家や映画撮影技師によって多く利 ,■ されております。

用法 11、 反射式では誤 りが出やすい場合でも正確 な

露出を知 ることができますから、カラーにもl:I黒 に

も大変便利です。

入射式で光球 を使 ったとき、最 もその真価を発揮

するのは、カラーの場合でも、また [′ 1黒 の場合でも、

皮膚色の撮影を行なうときです。(皮 I曽 を画の中心 と

考 えて露出を決める人物撮影の とき)

皮膚の色は、アマチュア写真家の日にも良悪の判

断ができるtカ ラー撮影上、唯  の色調であると考
えられています。その他の色は明 るくても‖占くても、

また暖色化 しても,令色 fヒ してもさしつかえないわけ

ですが、皮膚の色だけは1■確でなければなりません。

(し かし撮影意図によって、内限で見た色 より1月暗の

度合に変 |ヒ を与える場合 もあります)

スタジオデラックスは、一―定周知の基準点を,いkし て

います。 しかし、これに変 |ヒ を
r」 ぇることによって

特殊な効果を得 ることもできます。これらの効果は、

露出に変化を与えることによって、経 l験 から得 られ

るのとまった く同じように再現することができるの

です。

さらにllf・l属品の活用によってさまざまな応用がで

きることは、さきに述べた通 りです。

② 自色平板について

‘

■

２

７

4  の勇鼻県虐ζl言ril:=ilifl市再集:λ :
ときで も、その照明の再現がで きるようにな りまし

/_‐ 。

しか しこれの最 も重要 な用途 は、 クローズア ップ

リロ主要 ライ トと補助 ライ ト間の対照比 の測定 を行 な

うこ とにあ ります。(111明 コン トラス トの調整 の項参

111)

5-2照 明 の コ ン トラ ス ト調 整

● コン トラス トの測定

1.白 色平板 を入れます。
2.主光源 をつけます。
3.ス タジオデラックスを被写体位置で保持 し自色
平板面を光源の中心光 に垂直に向け、測定値を

読み とります。

4.補助光源 をつけて、白色平板 を被写体位置から
前 と同じ要領で補助光源に向けます。この場合、

白色 1`4板に主光源からの光線が入 らないように

掌 で遮断 し、補助光線の強度 を測定 します。

5.主光線の強度 と補助光線の強度の比が対照比 (ラ
イ トバ ランス)と な ります。

例

主光線の指示 目盛が 500ワ ー トキャンドルで、補助

光線の指示目盛が 250ワ ー トキャンドル とすれば照

明の対‖〔比=曇寿=i又は2対 1となります。
補助光源の位置、または強度を調節することにより、

対 H(1比 を所要の値に合わせてから、白色平板 をメー

ターから取 りのぞき光球 をとりつけます。

さて、露出は普通の方法で測定 し決定 します。

スタジオなど照明11備 の整 った所で撮影する場合に、

主光線 とイ甫助光線 との大|口11ヒ を4対 1～ 2対 1と す
れば、一

‐
層美 しい写真 を撮 ることができます。室内

とか屋外でレフを使用する時にも対照比 を測定 して

２

Ｓ



主光線の測定

してごllサ llく ださヽヽ

補助光線の測定

5-3戸 外 照 明 コン トラ ス トの調 整
|“ 11り」lit備 の 1た った スタ

ジオで得 ′)れ るの と同様

に、厳密 な照 llllコ ン トラ

ス トの調整 を「
iタトで もi土

成す るこ とがで きます .

戸外での撮影 では、太陽

は ,rl常 、 il光源 とな りま

す。被写体の絵 1夕 部を りJ

る くするのには |′ I色 また

は銀色の リフ レクター を

使用 します.人
“

場光子泉の強度 と ,フ レクターの強度

を別イロに測定 し、それ r)の 文」‖(1比 を 貫して良好な
結果が得ず,れ るようにしをけれはな りません。

1′ I色
｀
「 板 を|り千定の位晟に取 f可 け、太陽 に向けてそ

のJ旨 4tlllを 1先み とりますて '人 に |′ l色 |`¬反を |リ フレク
ターに向けて、太陽の ri力|た が |′ 1色

｀
「 本反
に :!1た ノ,な

いように掌 でil・ |り子して1旨 ′メlliを 言売み とります。この

補助光線は、最 Lの カラーの効果を得るために il光

線の%～ /と しなければなりません。 |′ I‖ で 層劇
的な効果をイ等るには、これより高めの対‖1比 、例え

ば711i助 光線 と太陽光線 との強P4比 が

'砲

以ドになるよ

うなものを使用すればよいのです。

屋外なと'で 1旨 1卜 が振 りされた場合にはHlGH専 用

((

２

９

1‖ ttギ |二 l==tit濡嬌11'11‖
2'11カ よう|二 ||い |ノ L■ 、女|111lL lt l~く ,1こ ●)「 ,ノ し

 ヽ|

ラィトバランスカ JJキ

“

か終 ,た
')、
た 卜ヽに1(り か

〔、i ll常 グ)ノJ法 で露 11を 測
'と

して ください この
t 卜は被

'メ
千本|ニ オt il_て 、 な‖ら七十it、 れけJり 七十it力 i七

|卜 に充分べるよう|二 しよ I

主光線 を―定 に

し補助光線を変

化 させ ると照明

卜しが変化 する。

:

8

i

:
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16:

!
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5-4反 射 式 の 測 定

光 角サ芝板 を使「Hす ると |
反11式露 IL言 卜とな り ‐1,
の反

'I式

露出計 と同 じ露

出値がイ:キ メDれ ますが、光

球 の場合の利 ギ氏はイやられ

ません。光 角 1暫板 を付 け

た ときは、反11式 ですか

らカメラのほ うか ら被
′′j:

体へ向けた方法 で (人 ra l

式の i堕 )被写体へ接 近、
もしくは カ メラ位 Lrlて 測

ることにな ります。

(

((

反吻1式の上場合 スライ ド類は 明イ吏えません。 また
人11ス ケールロ盛 の数値 はフー トキャ ンドル として

|ずこみ とるこ とは できません。光
'求

または平板 による

入ウ1測定の と
・
きのみの単位 です。従 って単に指針位

iVHを 示す 日安 とだけ考 えて くだ さい。

この スケー
'レ 11の 数値 をダイヤ 'レ

に移す ときは必ヽ

ず “Iド ▲印 に合わせ ます。 これは、 ベカ1式 (光■k、
白色
｀
|を板 )の ときIIIlillス ラ イドを1中 入 した ときの

合わせ るf立「tで ″)る と1市 !時 に、た rrl度 板 lll用 の とき

に も合 うよ うに設計 され てお ります。

さて反吻l式 測ttは 次の「1的 に用 います。

aI「 l14域 の ,調 整
1)反 射式 でなければ測定 できない ネオンサ インの よ
うに発光 している被写体、 ショー ウイン ドーの中

の ように人吻l式 てはオ妄i二 しなければな らなヽヽのに

近づけないような とき、

これ らについて、以 下‖1貞次説明 いた します。

①輝嘘域の中点

反射式で涸lる ということは、被写体の輝度を測る

ということです。暉度は入射光の強さと被写体面の

反射率の多少で変ってまい ',ま す。メ.11式 でlt入射

‖胸発|1墜髄lII軍 i就五1
効 7‐ トキャシト′しは方11度 の'11■ 1を fた ′tt.た しまう。

今た球 をサ11い て ll lu

)方 法 で測定 した上場合に

1クリメ 1■ スラ イトな して指

ilか 3()()フ  トキ ャシ ド
1を 指 ′,1し た とします
′イ′しノ、|ぜ

'ド

tA Sヽ loの
1 卜」
=|ltは

f l(ヽ ヒ f llグ ,

11111で シャ ァク ームヒ ー

| ll l f少 し な り ま す

~め Ⅲ
l´ ▲̈ 印 に 5()()を 合わ キ1た ヒず IIⅢ ハ |コ llよ 1(;

` |:lま
う。

lιノ)1(,は Ili度域 の ナ,ょ ぅビ,卜 !:1を ノ(わ しま ; 同
||ヽ 態 でた角 1芝 枚 を取 flけ て、十票ll反 均lllt 18%を 』1
′i:|る とスケーー

'レ ll盛 l(,を 1旨 ′ilす るこ とを意 味 しま

|

13しヽまたは平 1反 をf吏 ‖lし て ,「 |||,サ tttの「李|‖ (:II専

||′、ラィ |の イ「無 を||]わ ず “II¨ ▲ |]llま 常 に I「 度域 の
11'1を 指 ′ltす るもので、1)り ま す し力 しなが

`,1員
17L

III´ ,t値 を タ イヤ ′|ス ケー′じグ)“ |¨ △ |¬ lマ ー クll合 わ

|サ イ)L卜 “ll¨ ▲印 が目盛 まで達 していない場 合が ら
|ブ il
lの ヒき|よ ベウ1光線 の強 |セ が低 リト〔た角度板 て

oう

'て

ウ|り 口ヽ可tt lま イ(口「 1ヒ でオ,る こ とを
'(ノ

)し てヽヽ るノ)

l,fり .

1 なプ)ち 、 べ吻|:たイ泉ク),工 1芝 が 125,7 _ト キャ〕 ド
' 1ス 1:て な l卜 ,tは 光′亀|セ 小反|=よ るソ丈労IIち貝」,L力 てヽ き

ち .ヽ1と は、グ fヤ
'レ
11で す くお分 り|二 なるはすて ,。

(2被写体 の輝度 域 の決定
: ||ヽ tつ 代 り|=た FFl度 本反を とりつ |十 ま す。 こグ)祭 ,り
/■ イトは必 ず とりはず さなけれはな りませんの

３
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[[贅場寛ザ雰生|:,農単:荘 litし軍「
比の言|(

bメ ーターは被
′′メ体か r,ぉ ょそ15cm(6イ ンチ)ほ

ど離 してイカtり |し 、i14'メ 体の各 1白 iに たrrljt llkを 1占]け

ます。この時測,LI白 ilニ メーター測定 桁の景′が映′)

ないようにゴ,|::し ください。 lyJ i上 の

'rlり

、力11度域

を,た定する「[1.111、 測
'L iFilま

フー トキ、ン ドル‖

盛の数
『
1を 1たみ とります。

c.輝 度域をイ|キ るには、測ちL′,最 1.1指示1li t最 lu卜 lt
irlで ,1れ はltい わけで |か rブ 、ィクリえll最高

“

11度 1旨

力t lriが ``(,4・ で1を 11ヽ指
'jllメ

1が '.1・ であ′tlr坪 |セ ヵt

はT=fで 16文 j]ヒなります。
輝度域測定

③ 優れた色彩描写の得 られ る上下限度 の決定

a.被写体に分布するI「 1性 で、最高

“

「 |セ カ
i輝 lt域 の中

●́の 4イ :れ
'ド
てカセlt輝 度が

1イ
||∵ 1｀ス11('な プ)十,4ヽ

f本 で輝度いとが 16'111ム ドにな ッてヽヽ る)の上場合は

大 11ヽの カラーフ イ′ι′、て |ま 適 Lllな じ「チグ
'I出
写 が得

r)れ ます。

b前 述のイクリで、 光″llt夕(を サllい ´I測ちLし た破
'メ
体面

の Ili度 it∴
.巧

指
'jtillが
“(ヽ 1・ (111 ril()ス 1-(ヽ 1)よ り

卜
.1く
な るナ場合は、そ′

'1白
iの 色 1主

`毬

色 してよ苗
'り

i3れ

ます。従 ,て 、 ン )部 分 l二 人吻lす るた

“

泉|ま 少 1´ 減

少 させ る必要がル)り ま す

c IIjj上のイクJで 、 た角1忙 llく をサllい 〔測 ti三 した |ナk写 体 1面
の IIl ll''キ ケf氏指 ′,ヽ各ll力‐ 4・

'、 |1l Ⅲll(;: ・1  1｀ よ |)も

報

“ ヤい面に関 し迪切な色のオ出写をするには、これら

ノ)i白 iを μlり ]し てやる必要があ ります。前述の ('りで

は bli度域の中点が“16"で その被
′′j:体の輝度lakは 16

メ11で あってJl述の1根 j芝 にあるよ場合ですので、照
|り ,光の11減の必要はありません。

スタジオデラックスは

1li t域 の I卜′にのノ1:イ i2絞
りに‖IJlす る範 llnが 色彩

l出写グ)I午 ,rlのメli度域の限

,1を 示めすようになって

J:り ます。

(4光 角度板 による露出測定
| ノイル′、インデ ックスをASA(DIN)窓 に合せ ま
す .

:,ル L′ ri度 1反 llt用 の際 は必 ずスライ ドは取 りはず さな

1}れ ばな りません。

:|たアウ度板 は被写体に向けます。で きるだけ被写体

にオキj二 し、最 も Tl要 な部分 を測定 します。 この時

被写体に 1会 を投 しないことです。

4_:売 み とりはワー トキャン ドル数値 を利用 してダイ

ヤル スケール を “11"▲ 印に合 わせ ることです。
(次 りt写真 参照 )

３
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輝度域の中点

輝度域の上限 光球 を使用 し
た場合の露 出

川度域

の下限
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５
り又ワ|)し に よる掛む11を ,ため るJ場 合は、 ilk′′メ14く を,「1り 1

してヽヽ る光線中で、 この メー ター を保持 す ることが
出来ず、す なわ ち人 lll光‖J定 が出来ない場合には、

光角度板 を月,い て反ウ1光測定に よ り露出 を決め られ

ます。窓 か ら掛1影 す る場合や夜の シ ョー ウィン ドウ

や色彩 ガラスの窓の
′′メ真 を撮 るlaJ合 に利用 して くだ

さい。 スラ イドは必ず取 りはず し、光角度板 を被写

体 に向け指針の指示値 を夕
・イヤ′レスケールで“II"▲

印 に合わせれは露出値が得 られます。
5-5近 代 的 照 明 の 調 整

‖itlり lの″樹整 を 卜分にイ「なえる'「Liヒ をいろいろ と有

するスタジオテラ ィクスの今場によ ソて今まで考 えられ

なかったほど撮 |′ ,'1のセ ′卜が 1些 速かつ確 '人にできるよ

うにな りました。次に映画のシー ンを完全に コン ト

ロー ′レしてセ ッ トを行な うために望 ましい :諸段階 に

ついて例 をもって説 |り〕いた します。 この 方法はスチ

‖  
′撮影 に適用 して もさしつかえあ りませ ん。仮定

卜項 としては、フ ィルム インデ ンクス A S A16(Dl
N13)、 レンズの絞 りf/28、 シャ ンタ~ス ピ ド1/50秒

(1)1コ マ/秒 )に 対 してHl明 のセ ッ トを行 な うもの と
|に す。

■ lF■ 3皆

全般的に光線の強度を求めます。
| ′― ターの ASA窓  ´1
に 1(,を セ ントします。

|ヽ Jネ コマ数 日盛 Jlの
■1の 赤線 をf/28に 合
11ま す。

( 1の 時 “L"▲ 印 の指 示 は ダ イヤル スケール上
こ500よ りやや高め とな ります。 これ を入射光 ス

ケールの位 置にすれば、 500ワ ー トキャン ドル よ
り∴
.1い
650フ ー トキャン ドルの 目盛区 1面 であって

1の値 は当該特定の条件 で必要 な光線強度 とな り

1す 。

‖171■ F舌

キーライ トのセ ッティング

‖ や―ライ ト(主光線 )を つけ被写体の照明 を行 な う
。′)に 必要 な方向 を定め ます。

ILス ライ ドはつけずに、メー ター を被写体位置で保

llし 、光球 をカメラ向方に向けてス トッパーボタ

ンを押 してお きます。

( 1旨 ,|が 650よ りひ とつ
~下
の 50()の 区画 を指示す る

よでlL光源の強度 を増すか、Hi離 を調整 します。

こオしに より、れ|〕 J力光線 が加 えられ るときは第 1段

卜皆の Cで要求 され る 650フ ー トキャン ドル まで指
4tが |二昇す ることにな ります。
1113F,F皆

照明 コン トラス トの調整

“
 た
'kの
代 りに白色平板 を とりつけ ます。

|に キーライ トの強度 を測定 します。 (500フ ー トキャ
ン ドル を指示す るはずです )

３

６



３

７

i鷲」折:措∴ヌ:;|レ ス _調 整の項 て説明 しを
通 り、適 LJJな ‖1明 の コン トラス トをイlる ように補

助 光源 を調整 します。(コ ン トラス ト2対 1に 対 し
ては補」力光線の指示 triは 25()フ ー トキャンドルにな

らな くてはな りませ ん )バ ンクよ りの た線はこの
コン トラス トに対 しては極 めてわすか しか影響 を

及ぼ しません。

第 4段 階
輝度域の調整

a.メ ーターに光球 を取付け ます。

b光球 をカメラに向けて被写体位 置でメーターを保
持 し、指針の指示 を ,Iた み とります。 ライ トガ全部

ついている場合には 、この指示値 は650フ ー トキャ
ン ドルにならなければな りません。650ワ ー ト・ キ

ャン ドルにならない ときは、主 た源 をlJ司 整 させ ま

す。 しか しこの i調整はほんのわずかの |ラ封整で済む

ものでなければな りません。

c “L"▲ 印 を 650の 区 画 に合せ “H"▲ 印 の
指 力

“

lFlを 読 み とります。このイ直は20と な り、 ljl

度域の中点 を示 め します。 もし、16対 1の I■li度域

で所要の効果が得 られ ることが経験 Lで 分か って
ヽヽる1場合には、■ド度 ili高 1旨

'ltit8o(子
卜■2o× 4=80)

は良好な色彩 を再現す るための最 大極限値 です。

また輝度 iそ低指力t値 5(lli′ギェ20■ 4=5)は 良ウr
な色彩 を再現す るための最低極限値 で もあ ります。

従 って被写体輝度分布 は 5～ 80の 中になければ こ
の シー ンの色 を美 し く再現す ることはできないわ

けです。

d.光■kの イtり に光角度板 をとりつけ、被写体 山iに 輝
,主オ旨ラJtイ直が80よ り も明 るヽヽ刃彎、 また 5 より も時 ヽヽ
所 があるか どうか確 め る意味 で測定 して ドさい。
第 5段 階
正確 な露出を求め る

第 4段階の bで 光球 を使 用 して露 |11イ lllを 測定 して
あ りますが、Jl確 な露 出を最終的に測定 して くだ

さい。この111は 今 までにコン トロール された照明

ビ
カ

■

〔、要求した通り正確にf/2.8で %秒 とならなけれ

`Iな
りません。

l ilit′ ,31t階 の J」 法でスタジオデランクスによりj■ i室かつ

1''11に ‖

“

り]に 関す る全要素 を直裁 に して積極的に調

ヤ することがは じめて可能 とな るわけであ ります。

6接写 に つ い て

'レ

写 f本 が カメラの焦点 Ell離の lo倍 よりもカメラに接
|:|て いろ‖|は Z、ず、スタジオデラノクスの指示する露 111

1′ 14」 1/1川 しな くてはな りませ ん。例 えばカメラ レン

イの 11l ri‖ l alFが 50mmて 、 わぼ′jウト『 |:肉性が50cmよ り も接

ttて いる場合は、普通 よりも露出 を多 くす る必要
カ タ,り ます。これは被

′′j:体が カメラに接近 す るとそ

、′)像の併率が大きくをるためです。被写体 か らの光

秋が レンズを通 ってフ ィルム liiに 結像 す るとき、フ

1■ ′、面の‖
"度
と被写体輝度 おょび像 の倍率 との間

l‐ は次 の 1美l係 が′,り ます。

|:   
≒
―
≒fl■ 2・

(下:≒FTD 2

1 :フ ィ′レ′、1白 i lll l虻

| : ネた'′ j:体 I・1度

4ヽ :イ象
`/)イ
メ千イt

卜 :l. ナ ンバ ー

′r:1lllllr子 1

a:11数
I Jヽ カ メ,分 るよう |二 、 被

′′メ体 の輝度 が  定 であ って
|,1キ 率が変 るとフ ィルム画の明 るさ (H(1度 )は (M
11)2に 1■ 1ヒ″りして ,変 ってきます。被写体距離が ,た き

ヽヽ ヒき、すなわちMがノ」ヽさい場合 には L記 の影響 は

`け
ん どあ りませんが、被写体距離 が小 さ くなるに

,ォ lMが 大きくな ってきます。例 えば実物大の撮影
イ リ るときはイ書イ

'Mは
1で (M+1)2は 4 とな りま

|の で フ ィル ム面 での明 るさは被写体 距離 が無限 大

(′ )上場合の%と な り、露 出値 は 4倍 しなけれ ばな りま
|'ノ (

３

８
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入射光の測定

できるだけ被写体にオお丘してスタジォデラックスを保持

し、光球 をカメラのレンズ方向に向けます。 もしもライ

トが被写体 に非常に接近 しているときは、被写体 を

除 いて光球 を被写体位 置で保持 す るように して くだ

さい。この ようにすれば、光球 の受 け る光線はち ょ

うど被写体 を11ら す光線 と同 ‐にな ります。 クロー

ズ 。ア ップ用 に補正 され る露 出 を求 め るには、

1.通常の方法で露出を決定 します。

2.被写体 の大 きさと (ピ ン トガラス)に 現れ るその

像 の大 きさを測定 します。

3. もしも像 が被写体 よ り大 きヽヽ場合は拡 1人 さオ■、 ま
た像 が被写体 よりも小 さい時 は率i占 少 され るわけで

すか ら、大 きいほ うの lFiを ノjヽ さい方の値 で割 って

ください。

4.次 の頁 に記 載 され てい る表 か ら補正率 を求 め て く
だ さい。

5ス タジオテラ ンクスで‖1定 さオした露‖t fLtに 補正率
をかけた値がFli liさ れた露 |11値 とな ります。

表 1ク ローズ・ ア ップの露 出補 正 表
補 正 率 =(M+1)2

被写体 と

イ象との上ヒ
1 補  正三隆

写体 と
補  正  率

縮 少

との 1ヒ

20対 1
:9〃 1

18〃 1

:7″ 1

,6〃 1

15〃  1

14〃 1

i3〃 1

12〃 1

!!0
1:1
112
112
!:3
!i4
i i5

116
117

対 1 4

5

6

″125
′′1 50
′′1 75
,′ 2
〃225
″25
″275
′′3

75
9

!05
!2
!4
!6

ｒ
ヽ
″
Ц 対

5 〃

5 ″

75′′
5  ″
25〃

75″

5  ″
25〃

:19
121
1 24

127
131
i 36

! 44

: 50

1 56

1 65

! 78

: 86

1 96

209
225
247
278
324
4.00

対35
〃4
″45
″5
″6
″7
″8
〃9
″:0
″11
〃12
′′i3
″14
″15
′′i6
〃17
〃!8
〃19
〃20

20
25
30
36
49
64
81

100
121
144
!39
:46
225
256
289
324
36!
400
44!

7太陽 光 線 下 の フ ラ ッ シ ュ に よ る 撮 影
スタジオデラ ンクスは太陽 光線 をフラ ッショで■ lirl

にバ ランスをとる最 t,簡 単に して ilt速 な方法 を利用

することが できます。

プロの撮影所の撮影技師が H‖午す ぐれた作 嗣:を 製作

りるのに用いているの と同  の ライ トバ ランス 11の
11本 的方式がは じめ てフラ ッシュに も適用で きるよ

うになったわけです。 この■
'新
的 で類のないほ ど簡

lilな 方法に よってハ イライ トをシャ ドウでバ ランス

をとる1祭 、■li確 にこオしをコン トロールす るこ とがで

きます。

1_被
′′メ体位 置か ら直オ去に太陽 に光球 を向けて太陽光

線のり」t,芝 を測,tし ます。 例 え |∫ “HIGH"専 用 ス
ライ ドをつけて指針の指示位 置が “200"フ ー ト・

キャン ドルの日盛区画にな った とすれば実際の光

率泉のりま,セ はフーート ・ キ、,ン ドルて
200× 32=6400 とな ります。
2 ii・ llil助 光線の比 を選ウLし ます。頻繁に用いられ

る比は 4文11で 、これによ りlli助 光線は主光線の
り1ル の 1イ の Itl主 をもつ こと1‐ な ります。」1言己6400

４

０



実効 フー ト・ キ ャン ドルの状態 では 、

1600(6400■ 4)フ ー ト・ キ ヘ ン ド 'し
な りませ ん。

3.使 用す るフラ ンシユlE球 に村1当 ケる表 (12頭 以
~ド

数頁にわた って掲載 されてい ます )を しιて左側の

イiを た ど
`,て
ヽヽ く と16(X)に 合い ます `, こオしをr黄 に

た どって、イlllり |け るシャ ンタ
~・ スピー ドについ

て、 ■の lLJ求 を どの くr,ぃ 離けヶz、 要があるかをi調
べ ます 。

例 えは 3■ シ 、 ター ス
ヒー ド,(10小 ')に うる と、

4丈 llの 1ヒ に丈」するJ芭

I補助 た線 を得 るには
この lE■ヽを卜皮

′′
Jiイ本から

22%フ イ~卜 晰iし て配

置 しな くてはな二)な い

こと力■Dか 1)ま す。

4.露 11lfL● は 1で得 られた値でカメラのセ ンテングを

すれば良いのです。
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辿 切 な補 助 光 線 を得 る フ ラ ッ シ ュ の 距 離 表

(単位 フ ィ ー ト )

注 4ヽ ノモに41さ れる‖i冑liに lEI求 を lЩ 配置した1場 合と

1司  ノ〉tttt強 1性 をイl}る
`二

は 21‖ で|よ 1 1ll∵ 、 3イ「 lで は

18倍 、111で |よ 21キ の‖1島1[が必要です。
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受光部 を完全に覆 って

も指 金卜が零の位 置に戻 ら

ない ときは、メーター裏

側の ネームプ レー トの と

ころにあるネシ溝へ硬 貨

な どをあてて、指針 を見

なが ら静 かに回転 させ、

調整 して ください。

6-2ス ラ イ ド溝 に つ い て
スライ ドをはず してご使用にな る場合 、スライ ド

が強 い光 を直接受 けると、この溝か ら多少の光が入

るこ ともあ ります。これは、露 出にはほ とん ど影響

いた しませんが、よ り正確 な露 出を必要 とす る撮影

の ときは、手 でレζ、さいでお使 い ください。

6-3そ の 他 の 注 意 事 項
スタジオデラックスは精密電気計器ですから、落 した

り、急1敷む衝撃 を与えたりすることは絶対に避けなけれ

ばな りません。また、光球や 白色平板 は
′
|「 に清潔 に

保 ち、傷 がつかない ように、取扱 いには i‐分注意 し

て ください。光球や rl色 平板 の汚れがひ どい ときは、

石 けんを溶か したぬ るま湯 でよ く洗浄 して ください。

さらに、スタジオデラックスは極度の高温や 湿度 に

は敏感 ですか ら、保存筒所 に気 を配 るこ とも忘 れて

はならないこ とです。

万一 、故 1障 が起 きました ときは、 もよ りのサー ビ

ス・ ステー シ ョンにお持 ち くだ さい。お近 くにサー

ビス・ ステー シ ョンがな く、郵送 され る場合は、厚

さ 3 cm以上の衝撃 よけバ ッキングに包んでか ら、段

ボールな どで梱包 して くだ さい。
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| 'ス テ ション:東京都新宿IX4iヶ 谷田町3-3 新杵ビ■ (269'7241

以ι金正価 '_貸羊
7,888

附属品¥ 600
(白色平板・光角度板)
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